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(57)【要約】
【課題】湿し水の表面張力を低下させるための薬剤やｐ
Ｈ調整用の薬剤の添加量を抑えることができ、且つ、湿
し水のｐＨ値を容易に調整することができるようにする
。
【解決手段】本発明は、オフセット印刷に用いられる湿
し水をオフセット印刷機に供給する湿し水供給システム
であって、水槽と、前記水槽内の水をオフセット印刷機
に供給する給水装置と、前記オフセット印刷機に供給さ
れた水の一部を前記水槽に戻す回収装置と、前記水槽に
両端部が接続された水循環路と、前記水槽内の水を前記
水循環路内に流通させる循環ポンプと、前記水循環路の
途中部にそれぞれ設けられた、該水循環路内を流通する
水の内部に該水の流通方向と垂直な磁場を形成する磁気
ユニット、該水循環路内を流通する水に紫外線を照射す
る紫外線照射部、該水循環路内を流通する水に含まれる
不純物を除去するための濾過装置とを備える。
【選択図】図１



(2) JP 2019-217655 A 2019.12.26

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オフセット印刷に用いられる湿し水をオフセット印刷機に供給する湿し水供給システム
であって、
　a) 水槽と、
　b) 前記水槽内の水をオフセット印刷機に供給する給水装置と、
　c) 前記オフセット印刷機に供給された水の一部を前記水槽に戻す回収装置と、
　d) 前記水槽に両端部が接続された水循環路と、
　e) 前記水槽内の水を前記入口部から前記出口部に向けて前記水循環路内に流通させる
循環ポンプと、
　f) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水の内部に該水の流
通方向と垂直な磁場を形成する磁気ユニットと、
　g) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に紫外線を照射す
る紫外線照射部と、
　h) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に含まれる不純物
を除去するための濾過装置と
を備えることを特徴とするオフセット印刷用湿し水供給システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のオフセット印刷用湿し水供給システムにおいて、
　前記濾過装置が、
　濾過フィルターと有機物を選択的に吸着する吸着材を備えて構成されていることを特徴
とするオフセット印刷用湿し水供給装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のオフセット印刷用湿し水供給システムにおいて、さらに、
　ｐＨ調整剤、親水性調整剤の少なくとも一種を含む薬液を前記水槽内の水に添加する薬
液添加装置を備えることを特徴とするオフセット印刷用湿し水供給システム。
【請求項４】
　湿し水が収容される水槽を備えたオフセット印刷用湿し水供給装置に取り付けられる湿
し水処理装置であって、
　a) 前記水槽に両端部が接続される水循環路と、
　b) 前記水槽内の水を前記水循環路内に流通させる循環ポンプと、
　c) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水の内部に該水の流
通方向と垂直な磁場を形成する磁気ユニットと、
　d) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に紫外線を照射す
る紫外線照射部と、
　e) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に含まれる不純物
を除去するための濾過装置と
を備えることを特徴とする湿し水処理装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の湿し水処理装置において、
　前記濾過装置が、
　濾過フィルターと有機物を選択的に吸着する吸着材を備えて構成されていることを特徴
とする湿し水処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフセット印刷（平版印刷）に使用される湿し水供給システム及び湿し水処
理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　オフセット印刷（平版印刷）では、文字や絵柄に対応する画像部とその他の空白部に対
応する非画像部が略同一面上に形成された刷版が用いられる。画像部に付着させた油性イ
ンキが非画像部に付着することを防止するため、画像部は親油性に、非画像部は親水性に
され、さらに、画像部に油性インキを付着させる前に湿し水と呼ばれる水が非画像部に与
えられる。
【０００３】
　湿し水には、通常、表面張力を小さくするための薬剤として例えばイソプロピルアルコ
ール（ＩＰＡ）が添加されており、非画像部に与えられた湿し水が該非画像部の細部にま
で行き渡るようにしている。さらに、湿し水には、オフセット印刷に適切なｐＨ値に調整
するための薬剤（ｐＨ調整剤）や防錆剤、不感脂化保護剤等を含むエッチ液と呼ばれる添
加剤が添加されている。
【０００４】
　湿し水は、一般的に、オフセット印刷機とは別の装置である湿し水供給装置からオフセ
ット印刷機に供給される。湿し水供給装置は、水道水等の原水が供給される水槽を備えて
おり、そこにＩＰＡやエッチ液を添加して水槽内の水の表面張力やｐＨ値等を調整した上
で湿し水としてオフセット印刷機に供給される。オフセット印刷機に供給された湿し水は
刷版の非画像部に与えられる他、余剰分が回収されて水槽に戻される。
【０００５】
　ＩＰＡは、消防法に危険物として規定されている有機溶剤であるとともに、労働安全衛
生法・有機溶剤中毒予防規則の規制対象物であるため、取り扱いには注意が必要である。
また、エッチ液は比較的高価なものであるため、エッチ液の使用量が増加すると、印刷コ
ストが上昇する。そのため、湿し水に添加されるＩＰＡやエッチ液の量を少なくすること
が望まれている。さらに、オフセット印刷機から回収される余剰分である湿し水には刷版
に付着している油性インキ等の不要成分が含まれるため、そのような湿し水が繰り返し水
槽に戻されることによって水槽内の水に不要成分が蓄積する。湿し水に含まれる不要成分
の量は印刷の品質の良否を左右することから、定期的に水槽内の湿し水を廃棄して、新た
な湿し水を調製するようにしている。ところが、湿し水を施設外に廃棄するに際しては、
ＣＯＤ、ＢＯＤ等を規制数値以下に適合させるための浄化処理や産業廃棄物処理等が必要
となるため、湿し水を廃棄する頻度が高くなると、ランニングコストが高騰する。
【０００６】
　これに対して、特許文献１には、水槽に接続された循環路に水槽内の水（湿し水）を流
し、この水に対して磁気処理と光触媒処理を施すようにした湿し水供給システムが開示さ
れている。このシステムにおける磁気処理は、循環路内を流れる水の進行方向と垂直な磁
場を該循環路内に形成し、水が磁場を横切る際に生じる電子励起作用やローレンツ力を利
用したものである。特許文献１によると、磁気処理と光触媒処理の相乗効果によって水の
性質が変化し、表面張力が低下するとされている。従って、特許文献１に記載の湿し水供
給システムを用いることにより、湿し水に添加されるＩＰＡやエッチ液、その他化学薬品
の量を低減することができる。また、光触媒処理によって有機物が分解されるため、水槽
内の水を廃棄する頻度を抑えたり、廃棄時の処理を少なくしたりすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第WO2008/096506号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　オフセット印刷に用いられる印刷用紙には、該用紙の白色度を高めるために炭酸カルシ
ウム等が塗工されており、湿し水の酸性度が高い（ｐＨ値が小さい）と印刷用紙の炭酸カ
ルシウムが溶け出してしまう。一方、オフセット印刷では、通常、版の処理にアルカリ性
溶剤が使用される。そのため、湿し水のｐＨ値が大きくなると、版の刷耐力（１つの版で
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印刷することができる限界の印刷枚数）が低下してしまう。さらに、オフセット印刷で用
いられる油性インキには、空気中の酸素との化学反応（酸化重合）により該油性インキを
乾固させる成分（ドライヤー成分）が含まれているが、塩基性環境下ではドライヤー成分
と空気中の酸素との化学反応が生じにくい。
【０００９】
　したがって、オフセット印刷に用いられる印刷用紙、版、及びインキの性質を考慮する
と、湿し水は弱酸性に維持する必要があるところ、特許文献１に開示されている湿し水供
給システムでは、湿し水のｐＨ値が大きく上昇し易く、湿し水を弱酸性に維持することが
難しい、或いは、弱酸性に維持するために湿し水のｐＨ値を厳密に管理する必要がある、
といった問題があった。
【００１０】
　本発明が解決しようとする課題は、湿し水の表面張力を低下させるための薬剤やｐＨ調
整用の薬剤の添加量を抑えることができ、且つ、湿し水のｐＨ値を容易に調整することが
できる、オフセット印刷用湿し水供給システム及び湿し水の処理技術を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために成された本発明は、オフセット印刷に用いられる湿し水をオ
フセット印刷機に供給する湿し水供給システムであって、
　a) 水槽と、
　b) 前記水槽内の水をオフセット印刷機に供給する供給装置と、
　c) 前記オフセット印刷機に供給された水の一部を前記水槽に戻す回収装置と、
　d) 前記水槽に両端部が接続された水循環路と、
　e) 前記水槽内の水を前記水循環路内に流通させる循環ポンプと、
　f) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水の内部に該水の流
通方向と垂直な磁場を形成する磁気ユニットと、
　g) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に紫外線を照射す
る紫外線照射部と、
　h) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に含まれる不純物
を除去するための濾過装置と
を備えることを特徴とする。
【００１２】
　上記構成のオフセット印刷用湿し水供給システムにおいては、水槽内の水は湿し水とし
て供給装置によってオフセット印刷機に供給された後、刷版の非画像部に与えられる。一
方、刷版の非画像部に与えられた湿し水の余剰分は回収装置によって回収され、水槽に戻
される。したがって、水槽内に収容される水には、刷版に付着している油性インキが含ま
れることになる。一方、水槽内の水は、循環ポンプの作用によって水循環路内に流入し、
該水循環路内を流通した後、水槽内に戻される。このとき、水循環路の途中部に設けられ
た磁気ユニットによって水循環路内を流通する水の内部に磁場が形成され、紫外線照射部
によって水循環路内を流通する水に紫外線が照射され、濾過装置によって水循環路内を流
通する水に含まれる不要成分が除去される。
　以下、磁気ユニット、紫外線照射部及び濾過装置の作用について説明する。
【００１３】
　磁気ユニットは、水循環路内を流通する水の内部に該水の流通方向と垂直な磁場を形成
する。このような磁場が形成されることによって、水の性質が変化することが知られてい
る。すなわち、水には、例えばＣａ２＋、Ｍｇ２＋、ＣＯ３

２－等のプラスイオン、マイ
ナスイオン（帯電性物質）が含まれるため、磁気ユニットによって形成される磁場を水が
横切る際に電子励起作用が生じ、これによって水分子が細分化される。また、磁場を水が
横切る際に生じるローレンツ力によって、水分子同士の結合が外れ、水の集団構造が小さ
くなる。このため、水の粘性が低下して水の浸透性、水の溶解性が向上し、表面張力が低



(5) JP 2019-217655 A 2019.12.26

10

20

30

40

50

下する。また、磁気処理によってｐＨ値が変化するものの、わずかであるため、比較的簡
単に水槽内の水を弱酸性に維持することができる。なお、本発明者の実験によると、磁気
処理によって水のｐＨ値の変動が０．４～１．０程度であった。
【００１４】
　本発明では、磁気ユニットを設置したことにより、水槽内の水の表面張力を低くするこ
とができ、また、水のｐＨ値の変動を小さくすることができるため、従来、湿し水に添加
されていた、表面張力を低下させるための薬剤やｐＨ調整剤等の添加量を少なくすること
ができる反面、水槽内の水に含まれる細菌が増殖し易くなる。これに対して、紫外線照射
部は、水循環路内を流通する水に対して紫外線を照射することにより水に含まれる細菌を
死滅させる（殺菌作用）。紫外線照射部から照射される紫外線としては、殺菌作用を有す
る、波長範囲が200nm～380nmの近紫外線を用いることが好ましい。また、近紫外線は生物
に対する作用から、ＵＶ－Ａ（315nm～380nm）、ＵＶ－Ｂ（280nm～315nm）、ＵＶ－Ｃ（
200nm～280nm）に分けられるが、特に殺菌作用の強いＵＶ－Ｃを紫外線照射部が照射する
ようにすると、水循環路内を流通する水に含まれる細菌を効率よく死滅させることができ
る。
【００１５】
　なお、紫外線照射量が多いほど殺菌作用は強くなる。また、細菌の種類（菌種）によっ
て、有効な殺菌作用が得られる紫外線照射量が異なる。したがって、水循環路内を流通す
る水の流量（L/min）に応じて、また、水に含まれる細菌の種類に応じて、紫外線の照射
量を決定すると良い。
　例えば、大腸菌、枯草菌、青カビを９９．９９％死滅（不活性化）させるために必要な
紫外線照射量はそれぞれ9000μW・sec/cm2、21300μW・sec/cm2、36000μW・sec/cm2とさ
れている。したがって、これらの細菌が水に含まれる場合は、青カビを死滅させることが
できるように、紫外線照射量を決定することにより、大腸菌及び枯草菌も死滅されること
ができる。
【００１６】
　濾過装置は、水に含まれる不要成分を除去するために設置される。水に含まれる不要成
分としては、オフセット印刷機で使用される油性インキや水槽内に混入した埃、、水槽の
内壁に付着している水垢、細菌の死骸等が挙げられる。したがって、濾過装置には、これ
らの不要成分を除去することができるフィルターや吸着材を使用すると良い。
【００１７】
　例えば、前記濾過装置を、濾過フィルターと有機物を選択的に吸着する吸着材とを備え
るように構成すると、湿し水に含まれる粒状、粉状の異物は濾過フィルターによって除去
され、有機物は吸着材に吸着されて除去される。したがって、湿し水に含まれる有効成分
を残しつつ、該湿し水から不要な成分を取り除くことができる。　
【００１８】
　水循環路に取り付けられる紫外線照射部、磁気ユニット及び濾過装置はどのように配置
してもよいが、流入口側に濾過装置を取り付けると、水槽内から水循環路に流入した水に
含まれる不要成分を早い段階で取り除くことができる。
　また、水循環路には、紫外線照射部、磁気ユニット及び濾過装置をそれぞれ１個ずつ取
り付けても良いが、紫外線照射部、磁気ユニット及び濾過装置のいずれか１つ又は複数を
２個以上取り付けても良い。特に、紫外線照射部及び磁気ユニットを複数設置すれば、そ
の分、紫外線による作用、磁場による作用が増強される。
【００１９】
　このように、本発明においては、水循環路内を流れる水に照射される紫外線の作用、及
び水循環路内に形成される磁場の作用によって、水循環路を流通する水の表面張力が低下
するとともに、オフセット印刷に適切なｐＨ値（弱酸性）に維持しやすくなるが、オフセ
ット印刷機で使用される油性インキや印刷用紙の種類、水槽内の水の温度等によっては、
表面張力が十分に低下しなかったり、適切なｐＨ値の範囲から外れたりする場合がある。
【００２０】
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　そこで、上記構成のオフセット印刷用湿し水供給システムにおいては、さらに、ｐＨ調
整剤、親水性調整剤の少なくとも一種を含む薬液を前記水槽内に添加する薬液添加装置を
備えることが好ましい。
　この構成によれば、薬液に含まれるｐＨ調整剤や親水性調整剤によって、紫外線の作用
や磁界の作用の不足分を補うことができる。
　薬液添加装置は、例えば、薬液が収容されたタンク内の薬液を水槽内に供給するための
供給管路及びポンプから構成することができる。さらに、薬液添加装置を備えた構成に於
いては、水槽内に撹拌機を設置すると良い。この構成により、水槽内に供給された薬液と
水を効率よく混ぜ合わせることができる。
【００２１】
　また、上記課題を解決するために成された本発明は、湿し水が収容される水槽を備えた
オフセット印刷用湿し水供給装置に取り付けられる湿し水処理装置であって、
　a) 前記水槽に両端部が接続される水循環路と、
　b) 前記水槽内の水を前記水循環路内に流通させる循環ポンプと、
　c) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水の内部に該水の流
通方向と垂直な磁場を形成する磁気ユニットと、
　d) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に紫外線を照射す
る紫外線照射部と、
　e) 前記水循環路の途中部に設けられた、該水循環路内を流通する水に含まれる不純物
を除去するための濾過装置と
を備えることを特徴とする。
【００２２】
　上記湿し水処理装置においては、前記濾過装置が、濾過フィルターと有機物を選択的に
吸着する吸着材とを備えていることが好ましい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、磁気ユニットによる磁気処理、紫外線照射部が照射する紫外線による
作用によって、水槽内の水の表面張力を低下させ、水槽内の微生物を死滅させることがで
き、しかも、ｐＨ値の変動を抑えることができるため、湿し水に添加する、表面張力を低
下させるための薬剤（親水性調整剤）やｐＨ調整用の薬剤の量を少なく抑えることができ
、しかも、湿し水のｐＨ値を容易に調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１実施例に係るオフセット印刷用湿し水供給システムの全体構成を示
す概略図。
【図２】本発明の第２実施例に係るオフセット印刷用湿し水供給システムの全体構成を示
す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の具体的な実施例について、図面を参照しつつ説明する。
［第１実施例］
　図１は、本発明の第１実施例に係るオフセット印刷用湿し水供給システムの全体構成を
示し
ている。同図に示すように、オフセット印刷用湿し水供給システム１（以下、水供給シス
テム１という）は、大きく分けて本体部１００と湿し水処理部２００とから構成されてい
る。
【００２６】
［本体部の構成］
　本体部１００は、水槽１１０と、水槽１１０内に水道水等の原水を供給する給水路１２
０と、水槽１１０内の水を冷却する冷却装置１３０と、水槽１１０内の水をオフセット印
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刷機に供給する湿し水供給路１４０と、オフセット印刷機から湿し水を回収するための湿
し水回収路１５０と、エッチ液タンク３００内のエッチ液を水槽１１０内に供給するエッ
チ液供給路１６０とを備えている。
【００２７】
　給水路１２０の出口側端部は水槽１１０の側壁部の上部に設けられた開口を通して水槽
１１０内に配置されており、そこから水槽１１０内に原水が供給されるようになっている
。また、給水路１２０の給水口側端部から水槽１１０に至る部分には、バルブ１２１、減
圧弁１２２、電磁弁１２３、流量センサ１２４が順に設置されている。
【００２８】
　冷却装置１３０は、水槽１１０内に配置された蒸発器１３１と、水槽１１０の外部に配
置された、蒸発器１３１に冷媒を循環させるための冷媒循環装置１３２と、蒸発器１３１
と冷媒循環装置１３２をつなぐ冷媒管１３３、１３４とから構成されている。図示しない
が、冷媒循環装置１３２は、さらに圧縮機、凝縮器等を備えている。
【００２９】
　湿し水供給路１４０には、１個のバルブ１４１と１個の開度調整バルブ１４２が上下に
並んで取り付けられている。また、これらバルブ１４１、１４２の間の湿し水供給路１４
０には分岐管１４５が接続されており、該分岐管１４５には、開度調整バルブ１４６を介
して排水管１４７が接続されている。さらに、分岐管１４５には送水ポンプ１４３の出口
部が接続されている。上記構成により、送水ポンプ１４３が駆動されて水槽１１０内の水
が吸い上げられると、この水は分岐管１４５に流入し、一部はバルブ１４１、湿し水供給
路１４０を通ってオフセット印刷機に供給され、残りは、開度調整バルブ１４２を通って
水槽１１０内に戻されるとともに、開度調整バルブ１４６、排水管１４７を通って水槽１
１０内に戻される。オフセット印刷機に供給される水の量と水槽１１０に戻される水の量
の割合は開度調整バルブ１４２、１４６の開度によって調整される。
【００３０】
　湿し水回収路１５０の出口側端部は水槽１１０の右側壁部の上部に形成された開口に挿
入されている。前記開口の下部の水槽１１０の右側壁部内面にはフィルター１５１が取り
付けられており、湿し水回収路１５０を通してオフセット印刷機から回収されてきた湿し
水はフィルター１５１によって異物が除去された後、水槽１１０内に戻される。
【００３１】
　エッチ液供給路１６０の出口側端部は水槽１１０内の上部であって給水路１２０の出口
部付近に配置されている。また、エッチ液供給路１６０の途中部にはエッチ液ポンプ１６
１が取り付けられている。この構成により、エッチ液ポンプ１６１によってエッチ液タン
ク３００内のエッチ液が水槽１１０内に供給される。また、給水路１２０の出口部付近に
エッチ液供給路１６０出口部が配置されていることにより、エッチ液を原水に混合しつつ
水槽１１０内に供給することができる。
【００３２】
　上述した要素の他、本体部１００は、水槽１１０内の通水管１７３の下端部に配置され
た攪拌機１８０、水槽１１０内の水の温度を検出する温度センサ１８１、水のｐＨ値を検
出するｐＨ電極１８２、水槽１１０内の水位を検出する水位電極１８３を備えている。さ
らに、水槽１１０の右側壁部に形成された、水槽１１０内の水が所定の水位を超えたとき
にその超過分を排出するための開口１８４、水槽１１０の底部に形成された排水口１８５
、前記開口１８４及び排水口１８５に接続された排水路１８６、１８７、排水路１８７に
取り付けられたバルブ１８８等を備えている。
【００３３】
［湿し水処理部］
　湿し水処理部２００は、入口側端部が水槽１１０の底部に接続され、出口側端部が水槽
１１０の左側壁部に接続された水循環路２１０と、水循環路２１０の入口側端部から出口
側端部に向かって順に設けられた循環ポンプ２２０、濾過装置２３０、磁気ユニット２４
０、及び紫外線照射装置（以下「ＵＶ装置」という）２５０とを備えている。また、湿し
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水処理部２００は、水循環路２１０の入口側端部及び出口側端部の近傍にそれぞれ設けら
れたバルブ２６０、２６１、循環ポンプ２２０と入口側端部の間の水循環路２１０に設け
られたバルブ２６２、循環ポンプ２２０と濾過装置２３０の間の水循環路２１０に設けら
れた流量調整バルブ２６３及び流量計２６４、磁気ユニット２４０とＵＶ装置２５０の間
の水循環路２１０から分岐された排水路２６５、排水路２６５に取り付けられたバルブ２
６６を濾過装置２３０とを備えている。
【００３４】
　ＵＶ装置２５０としては、例えば流れた状態にある液体に対して紫外線を照射して該液
体を殺菌することを目的とする紫外線殺菌装置を用いることができる。この装置は、入口
ポートと出口ポートを両端部に有する円筒状のステンレス製の本体部と、該本体部内の中
央部に配置された棒状の低圧水銀ランプとを備えている。低圧水銀ランプは、中心波長が
253.7nmの紫外線を出射する。本実施例では、ＵＶ装置２５０は、本体部の入口ポートを
下に、出口ポートを上にして水循環路２１０の途中部に介挿され、入口ポートから本体部
に流入した水は本体部内の低圧水銀ランプの周りを渦を巻きながら上昇し出口ポートから
流出する。本体部内を水が流通する際に低圧水銀ランプから出射された紫外線が水に照射
され、これによって、水に含まれる微生物や細菌が死滅される。
【００３５】
　濾過装置２３０としては、粉体や粒体等の不純物を除去することが可能なフィルターと
、油性インキの成分を吸着除去するフィルター等、機能の異なる複数種類のフィルターを
組み合わせたものを使用することが好ましい。濾過装置２３０は、複数種類のフィルター
が一つのカートリッジ内に収容されて構成されていても良く、複数種類のフィルターがそ
れぞれ別のカートリッジに収容され、これらカートリッジを連結した構成でも良い。濾過
装置２３０に好適に使用されるフィルターとして、例えば、ＪＮＣフィルター株式会社製
のクリアル（登録商標）ＣＳＷフィルター、ユニチカ株式会社製の活性炭繊維カートリッ
ジフィルター（B-type(FWH-BG series)）等が挙げられる。
【００３６】
　磁気ユニット２４０は、入口ポートと出口ポートを両端部に有する円筒状の本体部と、
本体部の内周面に対向配置された２個一組の磁石もしくは複数組の磁石を備えて構成され
ている。本実施例では、磁気ユニット２４０は、入口ポートを右側に出口ポートを左側に
して水循環路２１０の途中部に介挿される。本体部の内周面に取り付けられた一組又は複
数組の磁石によって本体部の内部には該本体部を横切る方向に磁場が形成される。従って
、入口ポートから本体部に流入した水は、出口ポートに向かう際に磁場を横切る。このた
め、本体部内を流れる水にローレンツ力が作用するとともに電子励起作用が生じ、この結
果、水の表面張力が低下する。
【００３７】
　上記構成の水供給システム１では、運転時（オフセット印刷機に対して湿し水を供給し
ているとき）は、図１において白色で示すバルブは「全開」状態にされ、黒色で示すバル
ブは「全閉」状態にされ、開度調整バルブ（白黒のバルブ）は適宜の開度に調整された状
態にされる。これにより、水槽１１０内の水が所定の水位に達し、且つ、冷却装置１３０
によって水槽１１０内の水が所定温度（約１０℃）に冷却された状態で運転が開始される
と、湿し水供給路１４０を通じて水槽１１０内の水がオフセット印刷機に供給されるとと
もに、オフセット印刷機に供給された湿し水の一部が湿し水回収路１５０を通って水槽１
１０内に戻される。
【００３８】
　また、給水路１２０を通じて原水が水槽１１０内に供給され、エッチ液タンク３００内
のエッチ液がエッチ液供給路１６０を通じて水槽１１０内に供給される。さらに、循環ポ
ンプ２２０によって水槽１１０内の水が水槽１００と湿し水処理部２００の間を循環し、
その間に、濾過装置２３０によって水に含まれる不要成分が除去され、磁気ユニット２４
０によって水のクラスターが細分化され、表面張力の低下やｐＨ値の維持等、オフセット
印刷に適正な性質の水とされ、ＵＶ装置２５０によって水に含まれる細菌等が死滅される
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。
【００３９】
　したがって、本実施例に係る水供給システム１を用いることにより、化学薬品を用いて
表面張力を低下させたりｐＨ値を維持したりしていた従来のシステムに比べて、化学薬品
の添加量を少なく抑えることができる。また、化学薬品の添加量を少なく抑えることによ
り、印刷に用いるインキや印刷用紙に及ぼす化学薬品の影響が軽減され、インキの使用量
の低減や乾燥時間の短縮等の効果が期待できる。
【００４０】
　次に、湿し水処理部の水循環路に水を流通させることによる効果を実証するために行っ
た実験について説明する。
＜実験１：表面張力低下作用＞
＜１．実験方法＞
　以下の３種類（１）～（３）の水をそれぞれ３個（サンプル数ｎ＝３）ずつ用意し、そ
れぞれの表面張力値を測定した。表面張力値の測定には、毛管上昇方式表面張力計（型式
：ＤＧ－１、表面測器製作所製）を用いた。
　（１）１０℃に冷やした水道水
　（２）（１）の水道水にエッチ液を１％添加した水
　（３）（２）の水を上記磁気ユニット内に流した後の水
＜２．実験条件＞
　（３）の条件は以下の通りである。
　磁気ユニット－磁束密度８０００ガウス以上
　流量－２０ｍＬ／ｍｉｎ
【００４１】
＜３．測定結果＞
　３種類の水の測定結果を以下の表１に示す。
【表１】

【００４２】
　なお、厳密には、毛管上昇方式表面張力計の測定値に試料の密度を乗じた値が表面張力
値となるが、（２）及び（３）の水に添加したエッチ液の量は１％であり微量であること
から、（１）～（３）の水の密度はほぼ同じとみなすことができる。したがって、表１に
は、表面張力計の測定値を表面張力値として記載した。
【００４３】
＜４．考察＞
　表１より、（３）の水の表面張力値が最も低いことが分かる。また、（１）の水の表面
張力値に対する（２）の水の表面張力値の割合（％）は、以下の式より求められ、エッチ
液の添加により表面張力値が１５％低下していた。
　　45.7÷53.3×100=85（％）
【００４４】
　また、（１）の水の表面張力値に対する（３）の水の表面張力値の割合（％）は、以下
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。
　39.3÷53.3×100=74％
【００４５】
　さらに、（２）の水の表面張力値に対する（３）の水の表面張力値の割合（％）は、以
下の式より求められ、磁気ユニットに水を通すことにより、エッチ液を１％添加したとき
とほぼ同じ表面張力の変化がみられることが分かった。
　39.3÷45.7×100=86％
【００４６】
＜実験２：ｐＨ値及びＯＲＰ値の変動＞　
＜１．実験方法＞
　上述した実施例の水供給システム１の運転時における、水槽１１０内の水のｐＨ値及び
ＯＲＰ値（酸化還元電位）の変化を調べた。また、比較例として、上述した特許文献１に
記載の湿し水供給システムで用いられている光触媒装置を湿し水処理部２００に付加した
システム（比較例システム）を構成し、この比較例システムの運転時における、水槽１１
０内の水のｐＨ値及びＯＲＰ（酸化－還元電位）値の変化も調べた。なお、実際の運転時
と同じ運転条件にするため、実施例及び比較例のいずれのシステムも、水槽内の湿し水を
オフセット印刷機に供給すると共に、オフセット印刷機から湿し水の余剰分を回収して実
験を行った。
【００４７】
＜２．実験条件＞
　ＵＶ装置－中心波長が253.7nmの紫外線を出射する装置
　磁気ユニット－磁束密度：８０００ガウス以上
　光触媒装置－光触媒活性物質として酸化チタン（TiO2）を使用した装置
【００４８】
　濾過装置
　装置本体：内部に長さが500mmのフィルターを5本装着可能なハウジング（ベッセル）を
２個内蔵（一次ハウジング及び二次ハウジング）。
　濾過ポンプ：水槽内の水を一次ハウジング、二次ハウジングの順に流通させる。
　一次ハウジング：Ａフィルターを５本装着
　二次ハウジング：Ｂフィルターを３本、Ｃフィルターを２本装着
　Ａフィルター：3μm以上の粗ゴミを除去可能なワインドタイプフィルター（二次ハウジ
ング内のフィルターの目詰まり防止用）
　Ｂフィルター：1μmまでの微細ゴミを除去可能なワインドタイプフィルター
　Ｃフィルター：湿し水内に混入している成分（顔料、インキ油分等）を除去可能な吸着
フィルター
【００４９】
＜３．結果＞
　以下の表２は、運転開始から５１時間経過後までのｐＨ値及びＯＲＰ値の測定結果を示
している。
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【表２】

【００５０】
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　表２中、初期のｐＨ値よりも数値が0.2以上上昇した時点をｐＨ変動開始時とした。な
お、表２ではｐＨ変動開始時に対応するセルを着色している。
【００５１】
＜４．考察＞
　表２から明らかなように、比較例では運転開始後４時間が経過するとｐＨ値の変化がみ
られ、その後、ｐＨ値の変動は一旦安定したものの、運転開始から２３時間が経過した頃
から再度、数値ｐＨ値が変動し、その後は、短い間隔でｐＨ値が変動していた。
　一方、実施例では、運転開始から３３時間が経過するまではｐＨ値の大きな変化はみら
れず、３３時間が経過した時点で初めてｐＨ変動開始時となった。また、ｐＨ変動開始時
の後も、ｐＨ値の大きな変動は見られず、比較的安定していた。
【００５２】
　ＯＲＰ値（酸化還元電位）については、比較例及び実施例ともに同じような初期変化が
見られたが、比較例では時間の経過とともにＯＲＰ値が低下する傾向がみられた。
　一方、実施例のＯＲＰ値は、運転開始初期に変化が見られたものの、その後は比較的安
定していた。
　比較例及び実施例におけるＯＲＰ値の変化の傾向は、いずれもｐＨ値の変化の傾向と類
似していることがわかる。
【００５３】
　［第２実施例］
　本発明の第２実施例に係るオフセット印刷用湿し水供給システム１Ａ（以下、水供給シ
ステム１Ａという）について、図２を参照しつつ説明する。なお、ここでは、水供給シス
テム１Ａの構成のうち第１実施例に係る水供給システム１と異なる箇所についてのみ説明
し、同一箇所については同じ符号を付して説明を省略する。
【００５４】
　本実施例に係る水供給システム１Ａは、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）が収容され
たＩＰＡタンク４００からＩＰＡを水槽１１０内に供給するためのＩＰＡ供給路１７０と
、ＩＰＡ供給路１７０の出口側端部に取り付けられたＩＰＡ管理装置１７２と、ＩＰＡ管
理装置１７２と分岐管１４５をつなぐ通水管１７３と、通水管１７３に取り付けられた開
度調整バルブ１７４とを備えている。ＩＰＡ管理装置１７２は水槽１１０内の上部に配置
されており、ＩＰＡタンク４００内のＩＰＡはＩＰＡ管理装置１７２によって水槽１１０
内に供給される。
【００５５】
　上記構成により、送水ポンプ１４３が駆動されて水槽１１０内の水が吸い上げられると
、この水は分岐管１４５に流入し、一部はバルブ１４１、湿し水供給路１４０を通ってオ
フセット印刷機に供給され、残りは、開度調整バルブ１４２、１４６、１７４の開度に応
じて、水槽１１０内に戻されるか、若しくはＩＰＡ管理装置１７２に流入する。ＩＰＡ管
理装置１７２に水槽１１０からの水が流入すると、これが呼び水となってＩＰＡタンク４
００内のＩＰＡがＩＰＡ供給路１７０を取ってＩＰＡ管理装置１７２に流入し、水と一緒
に水槽１１０内に供給される。
【００５６】
　このように、本実施例では、開度調整バルブ１７４の開度を調整することにより、ＩＰ
Ａを水槽１１０に供給することができる。したがって、水槽１１０内の水を湿し水処理部
２００に流しても、当該水の表面張力がオフセット印刷に適正な表面張力にならない場合
に、水槽１１０にＩＰＡを添加することによって水の表面張力を調整することができる。
【００５７】
　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、適宜の変更が可能である。
　例えば、水循環路２１０における循環ポンプ２２０、濾過装置２３０、磁気ユニット２
４０、ＵＶ装置２５０の配置は図１、図２に示した例に限らず、例えば磁気ユニットとＵ
Ｖ装置の配置が逆でも良い。また、濾過装置２３０、磁気ユニット２４０、ＵＶ殺菌灯２
５０を設置する数は１個に限らず、複数個でも良い。さらに、濾過装置２３０、磁気ユニ
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ット２４０、ＵＶ装置２５０を設置する数は同じでなくても良い。
【符号の説明】
【００５８】
１、１Ａ…湿し水供給システム
１００…本体部
１１０…水槽
１２０…給水路
１４０…水供給路
１６０…エッチ液供給路
１７０…ＩＰＡ供給路
１８２…ｐＨ電極
１８３…水位電極
２００…水処理部
２１０…水循環路
２２０…循環ポンプ
２３０…濾過装置
２４０…磁気ユニット
２５０…紫外線照射装置

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月1日(2019.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　磁気ユニットは、水循環路内を流通する水の内部に該水の流通方向と垂直な磁場を形成
する。このような磁場が形成されることによって、水の性質が変化することが知られてい
る。すなわち、水には、例えばＣａ２＋、Ｍｇ２＋、ＣＯ３

２－等のプラスイオン、マイ
ナスイオン（帯電性物質）が含まれるため、磁気ユニットによって形成される磁場を水が
横切る際に電子励起作用が生じ、これによって水分子が細分化される。また、磁場を水が
横切る際に生じるローレンツ力によって、水分子同士の結合が外れ、水の集団構造が小さ
くなる。このため、水の粘性が低下して水の浸透性、水の溶解性が向上し、表面張力が低
下する。また、磁気処理によってｐＨ値が変化するものの、わずかであるため、比較的簡
単に水槽内の水を弱酸性に維持することができる。なお、本発明者の実験によると、磁気
処理による水のｐＨ値の変動は０．４～１．０程度であった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　なお、紫外線照射量が多いほど殺菌作用は強くなる。また、細菌の種類（菌種）によっ
て、有効な殺菌作用が得られる紫外線照射量が異なる。したがって、水循環路内を流通す
る水の流量（L/min）に応じて、また、水に含まれる細菌の種類に応じて、紫外線の照射
量を決定すると良い。
　例えば、大腸菌、枯草菌、青カビを９９．９９％死滅（不活性化）させるために必要な
紫外線照射量はそれぞれ9000μW・sec/cm2、21300μW・sec/cm2、36000μW・sec/cm2とさ
れている。したがって、これらの細菌が水に含まれる場合は、青カビを死滅させることが
できるように、紫外線照射量を決定することにより、大腸菌及び枯草菌も死滅させること
ができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　濾過装置は、水に含まれる不要成分を除去するために設置される。水に含まれる不要成
分としては、オフセット印刷機で使用される油性インキや水槽内に混入した埃、水槽の内
壁に付着している水垢、細菌の死骸等が挙げられる。したがって、濾過装置には、これら
の不要成分を除去することができるフィルターや吸着材を使用すると良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　以下、本発明の具体的な実施例について、図面を参照しつつ説明する。
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［第１実施例］
　図１は、本発明の第１実施例に係るオフセット印刷用湿し水供給システムの全体構成を
示している。同図に示すように、オフセット印刷用湿し水供給システム１（以下、水供給
システム１という）は、大きく分けて本体部１００と湿し水処理部２００とから構成され
ている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　上述した要素の他、本体部１００は、水槽１１０内の排水管１４７の下端部に配置され
た攪拌機１８０、水槽１１０内の水の温度を検出する温度センサ１８１、水のｐＨ値を検
出するｐＨ電極１８２、水槽１１０内の水位を検出する水位電極１８３を備えている。さ
らに、水槽１１０の右側壁部に形成された、水槽１１０内の水が所定の水位を超えたとき
にその超過分を排出するための開口１８４、水槽１１０の底部に形成された排水口１８５
、前記開口１８４及び排水口１８５に接続された排水路１８６、１８７、排水路１８７に
取り付けられたバルブ１８８等を備えている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
［湿し水処理部］
　湿し水処理部２００は、入口側端部が水槽１１０の底部に接続され、出口側端部が水槽
１１０の左側壁部に接続された水循環路２１０と、水循環路２１０の入口側端部から出口
側端部に向かって順に設けられた循環ポンプ２２０、濾過装置２３０、磁気ユニット２４
０、及び紫外線照射装置（以下「ＵＶ装置」という）２５０とを備えている。また、湿し
水処理部２００は、水循環路２１０の入口側端部及び出口側端部の近傍にそれぞれ設けら
れたバルブ２６０、２６１、循環ポンプ２２０とろ過装置２３０の間の水循環路２１０に
設けられたバルブ２６２、濾過装置２３０と磁気ユニット２４０との間の水循環路２１０
に設けられた流量調整バルブ２６３及び流量計２６４、磁気ユニット２４０とＵＶ装置２
５０の間の水循環路２１０から分岐された排水路２６５、排水路２６５に取り付けられた
バルブ２６６を備えている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　また、給水路１２０を通じて原水が水槽１１０内に供給され、エッチ液タンク３００内
のエッチ液がエッチ液供給路１６０を通じて水槽１１０内に供給される。さらに、循環ポ
ンプ２２０によって水槽１１０内の水が水槽１１０と湿し水処理部２００の間を循環し、
その間に、濾過装置２３０によって水に含まれる不要成分が除去され、磁気ユニット２４
０によって水のクラスターが細分化され、表面張力の低下やｐＨ値の維持等、オフセット
印刷に適正な性質の水とされ、ＵＶ装置２５０によって水に含まれる細菌等が死滅される
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
＜実験２：ｐＨ値及びＯＲＰ値の変動＞　
＜１．実験方法＞
　上述した実施例の水供給システム１の運転時における、水槽１１０内の水のｐＨ値及び
ＯＲＰ値（酸化還元電位）の変化を調べた。また、比較例として、上述した特許文献１に
記載の湿し水供給システムで用いられている光触媒装置を湿し水処理部２００に付加した
システム（比較例システム）を構成し、この比較例システムの運転時における、水槽１１
０内の水のｐＨ値及びＯＲＰ（酸化還元電位）値の変化も調べた。なお、実際の運転時と
同じ運転条件にするため、実施例及び比較例のいずれのシステムも、水槽内の湿し水をオ
フセット印刷機に供給すると共に、オフセット印刷機から湿し水の余剰分を回収して実験
を行った。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
濾過装置
　装置本体：内部に長さが500mmのフィルターを5本装着可能なハウジング（ベッセル）を
２個内蔵（一次ハウジング及び二次ハウジング）
　濾過ポンプ：水槽内の水を一次ハウジング、二次ハウジングの順に流通させる
　一次ハウジング：Ａフィルターを５本装着
　二次ハウジング：Ｂフィルターを３本、Ｃフィルターを２本装着
　Ａフィルター：3μm以上の粗ゴミを除去可能なワインドタイプフィルター（二次ハウジ
ング内のフィルターの目詰まり防止用）
　Ｂフィルター：1μmまでの微細ゴミを除去可能なワインドタイプフィルター
　Ｃフィルター：湿し水内に混入している成分（顔料、インキ油分等）を除去可能な吸着
フィルター
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、適宜の変更が可能である。
　例えば、水循環路２１０における循環ポンプ２２０、濾過装置２３０、磁気ユニット２
４０、ＵＶ装置２５０の配置は図１、図２に示した例に限らず、例えば磁気ユニットとＵ
Ｖ装置２５０の配置が逆でも良い。また、濾過装置２３０、磁気ユニット２４０、ＵＶ装
置２５０を設置する数は１個に限らず、複数個でも良い。さらに、濾過装置２３０、磁気
ユニット２４０、ＵＶ装置２５０を設置する数は同じでなくても良い。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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